
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 26 （回答者数） 23

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

外出などのイベントを定期的に行うことで通所のモチベー
ションに繋がると良い。

2

相談時間や環境設定に配慮が出来るようになると良い。

3

研修の機会を充実させることや外部から指導に入って頂く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

個人情報に留意したうえで連絡帳やSNSなどを活用して取り
組みの内容を周知していく。

2

広く情報収集を行う、また外部研修に参加しやすいように人
員配置を整える。

利用しているお子さんや保護者の方が楽しみや安心感を持って
いること。

療育活動と余暇活動の時間にメリハリが持てるように支援して
いる。

連絡帳や送迎時のコミュニケーションによって細やかな情報共
有を行うことが出来ている。

事業所での様子を良かったことだけでなく、これから直してい
きたいこともしっかりと伝えるようにしている。

活動プログラムを多くの職員が立案して、日々異なる活動を提
供することが出来ている。

説明の仕方や補助の入り方についてミーティングを行うことで
職員間で共有している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

日々の活動など事業所での様子を発信する機会が少ないので周
知されていないこと。

・スケジュールの決定に時間を要してしまい、周知の時間が足
りていない。
・来所して頂き、活動を見学してもらう機会がほとんどない。

専門的な人材が充足していない。 外部の研修参加や意見交換をする場が少ない。

2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　12月　1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ココロン富士吉田

○保護者評価実施期間 2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


